
 

 

 

 

 

 

 

 1月 27日に NHKで『NHK スペシャル“学校”のみらい～不登校 30万人から考える～』が放送さ

れました。 

 本番組を制作した岡本プロデューサーは、本番組制作について次のように語っておられます。 

 番組は、「近代に始まった学校教育が壁にぶち当たっている。従来型の学校教育のあり方、一

斉授業、今やそういう時代ではなくなった。公教育のあり方が、根本的に問われている。」とい

う問題提起でスタートします。 

第 1部では、不登校は子どもの問題ではなく“社会の問題”という視点から、韓国の「代案学

校」やフランスの「エデュケーター」を通して日本のこれからの学校づくりを考えていきます。

そして、今“子ども主体の学校づくり”として学校改革をおこなっている山形市立天童中部小学

校に焦点が当たっていきます。その天童中部小学校の先生や天童中部小学校の授業を参観された

先生方の戸惑い等が紹介されていきます。 

その天童中部小学校の若い先生が次のようにインタビューで悩みを語っておられます。 

 「すごく難しいですね。学ぶということが。例えば全国学力テストです。上がっていれば心配

はいらないと思う。そこがなかなか結果が出ない部分がある。そうした時に原因として“教えて

いないからでしょう”と。そうなってしまうと結局逆戻り。“いい大学を出ないといい就職先に

つけない”といった意見もある。社会に出るまでにどういう力をつけたいのか、どういう子ども

を育てたいのか。小学校だけじゃなく、中学校も高校も、そして社会的にもみんなで共有できた

らいいなと思います。」 

 また、天童中部小学校の授業を参観された先生は次のように語っておられます。 
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『NHKスペシャル“学校”のみらい～不登校 30万人から考える～』 

不登校の問題がきっかけではあるけれど、“不登校をどうするか”ではなく、“学校そのも

のの在り方”を問う点です。 

 

不登校は当事者である子どもの問題ではなく、時代が変わりゆくなかで現れる当然の現象だ

と思います。悩んだり苦しんだりしている子どもがたくさんいますが、学校に行けない、ま

たは行かないのには必ず理由があって、その子が悪いわけではありません。 

 

不登校は社会の問題であり、日本の教育をアップデートするきっかけになるのではないか。

そうポジティブに伝えることがこだわった点ですし、難しかった点でもありますね。 

参照）コクリコ web ページ 

https://cocreco.kodansha.co.jp/cocreco/general/study/hutoukou/8yHRG 
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 「今の段階ではできないと思います。カリキュラムというか、位置付けているものがない」 

 「すごくいい学びになると思う反面、私は小学校の時にこういう学びがなかったので、そこに

挑戦するという自分の勇気が問われているのかな」 

 天童中部小学校の先生の悩み、授業を参観された先生の戸惑い、その両方に共感される現場の

先生方は多いのではと思います。 

 第 2部は第 1部を踏まえて、文部科学省の初等中等教育局長や、学校改革に取り組む教師、子

どもを支援する専門家の方々、不登校経験のある若者などで対話がおこなわれました。 

学校へ行くモチベーション、子どもたちの選択肢を増やすこと、子どもの声を聴いて話をする

ことなどに視点が当てられながら対話が進んでいきました。 

こうした対話がテレビの番組ではなく、各学校で学校と保護者と地域の対話が求められている

のではと感じました。天童中部小学校の先生のインタビューの中に、「社会に出るまでにどうい

う力をつけたいのか、どういう子どもを育てたいのか。小学校だけじゃなく、中学校も高校も、

そして社会的にもみんなで共有できたらいいなと思います。」と語っておられましたが、共有す

るためには対話が必要です。対話がなければ結局時代が変わっても同じことの繰り返しで終わっ

てしまうのではと番組を見ながら感じました。明石市内の学校でも「子どものこと、地域のこ

と、家庭のこと」などを話題に対話をしてみようという取組が始まってきています。そうした対

話が、人をつなげ、これからの学びを創っていくのだと番組を見ながら改めて感じました。そん

な学校・保護者・地域との対話をスタートさせる林小学校の林校区まちづくり協議会の広報部さ

んが公式 LINEで次のように呼びかけられています。 

こんにちは！ 

林校区まちづくり協議会 広報部会です。 

いよいよ今週 9日に『HAYASHI井戸端会議』が開催されます。小学校のこと、地

域のことを林小の教職員も含めて、色々話し合ってみましょう！ 

とはいえ「子どもが小学校に通っていたのはかなり前…」「今の林小はどんな

感じなの？」等々思う方もいらっしゃるはず。そのまま井戸端会議で話してもら

って良いのですが、その前に『今の林小』がどんな事をしているのかリサーチし

てみましょう。 

まずは林小のホームページ。http://scwww.edi.akashi.hyogo.jp/~el_hysh/ 

林小であった事、普段の子どもたちの様子等、先生方がアップしてくれています。 

もう 1つは明石市教育委員会のコミコミスクスク。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

逆に皆さまがお話しできる、昔の林小のこともあればぜひお聞かせください。 

ちょうど明石市立文化博物館では『くらしのうつりかわり展〜小学校生活編〜』が開催してお

ります。昔の林小の写真も少し展示しており、昔と今の学校の在り方を考えるきっかけになるか

もしれません。 

では、9日、皆さまのお越しをお待ちしています。 

 本当にありがとうございます。こうした対話が積み重ねられることで未来を生きる子どもたち

を地域全体で育てる仕組が生まれてくるのでしょうね。NHKスペシャルの天童中部小学校では不登

校対策ではなく、子どもの学びを考える取組を 6年積み重ねる中で、不登校の子どもはいなくな

ったそうです。学びの仕組に目を向ける一歩を踏み出すことが大切なんですね。 

（文責：北本） 


